
                                    

 

             

                              

                                                                           

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

                             

                             

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         

 

  

 

 

 

 
 
 
 
 

 

   

 

   

               

 発行日 令和７年５月２５日  発行 文学ミュージアム 編集 

Vol.１４３ 

 

 

２０２５年６月

号 

※「★ 」・・・文学ミュージアム主催事業 

※予告なく、掲載内容の変更・または中止の場合がございます。ご了承ください。 

グリーンスタジオ及びベルホールをご利用のお客様で、ミュージアムレター
に掲載を希望される方は、文学ミュージアム事務室にて「掲載依頼書」に
必要項目を記入後、持参またはＦＡＸにてご提出ください。 

詳しい内容等については、文学ミュージアムまでお問合せください。 

・月曜日（月曜祝日の場合は翌平日休館） 
・館内整理日（毎月最終平日※ ８月と１２月は除く） 
・年末年始（１２/２８～１/４） 

【ＪＲ総武線】    本八幡駅・下総中山駅より徒歩１５分 
【都営新宿線】   本八幡駅より徒歩２０分 
【京成線】      鬼越駅より徒歩１０分 
【車】         京葉道路 京葉市川インターから５分 
            （駐車場はありますが、できるだけ公共交通機関をご利用ください） 

【コミュニティバス】 
〈北東部ルート〉 市川大野駅～現代産業科学館・メディアパーク 
〈南部ルート〉 南行徳駅、行徳駅、妙典駅～現代産業科学館・メディアパーク  

 
 

 

【  住  所  】 〒272-0015  千葉県市川市鬼高１丁目１番４号

　市川市生涯学習センタ－(中央図書館）２階

【電話/FAX】 047-320-3334/047-320-3356

【HPアドレス】 https://www.city.ichikawa.lg.jp/cul06/litera.html

＜寄贈された主な資料＞ 

 

●日比恆明/著「幻の玉の井 戦前の写真集」 

●峰崎成規/著「遊戯の遠景 句集」（角川文化振興財団） 

●「波 ２０２４年８月号/第６５６号」（新潮社） 

●永井荷風/著 中島国彦・多田蔵人/校注「断腸亭日乗

（二）大正十五―昭和三年/岩波文庫」（岩波書店） 

●「The 座 No.１２２/芭蕉通夜船」（こまつ座） 

●布川鴇/発行「午前 第二十六号/２０２４－１０」（午前

社） 

●幸田文/著「雀の手帖/新潮文庫」（新潮社） 
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次回企画展のお知らせ 

令和７年度市川市文学ミュージアム企画展 

脚本家 水木洋子の 
エッセンシャル 

 

 
 

展示期間：２０２５年７月１９日（土）～９月１５日（月・祝） 

日本映画の黄金期を担った脚本家の水木洋子はテレビドラマ脚本も

手がけていました。 

展示とドラマ上映会を通じて、昭和のテレビドラマ文化を背景とした 

水木の新たな魅力を紹介します。 

※ 観覧料（無料）、その他詳細は追ってお知らせいたします。 
 

２０２５年６月２４日（火） 

１４：００～１５：１８ ［１３：３０開場］ 

 
新・人魚姫 

カラー・有声・字幕・７８分 

【制作】１９７６年 ロシア映画 

開催日 開場 開演～終演 会場

★

ベルホールシネマ
 ①   HappyMediaX’mas２０１１
　　「スターライトナカイ」　舞台映画上映（１幕）
 ②  HappyMediaX’mas２０１１
　　「スターライトナカイ」　舞台映画上映（２幕）

①10:30
②13:30

①11:00～12:40
②14:00～15:14

★ 水木洋子邸　一般公開日
 10:00～16:00



15(日) ★ 水木洋子邸　一般公開日
 10:00～16:00



24(火) ★
グリーンシアター
「新・人魚姫」


13:30 
14:00～15:18

28(土) ★ 水木洋子邸　一般公開日
 10:00～16:00



29(日) ★ 水木洋子邸　一般公開日
 10:00～16:00



　

イ ベ ン ト 名

14(土)
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上映会

ベルホールシネマ 

 

一般公開

［時間］  
１０：００～１６：００ 

〔住所〕 市川市八幡５-１７-３ 

〔最寄駅〕JR 総武線本八幡駅北口から徒歩約１５分 

上映会

グリーンシアター 

 ６月２４日（火） 

  「新・人魚姫」 
制作:１９７６年 ロシア映画 （カラー・有声・字幕７８分） 

監督：ウラジーミル：ヴィチコフ 

出演：ヴィカ・ノヴィコワ/ユーリー・センケヴィチ/ガリーナ・アルテモア他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［時間］ ①１１：００～１２：４０ ②１４：００～１５：１４ 
（各回３０分前開場）   

［会場］ ２階 ベルホール  ［定員］ 各回先着４６名 
 

 掲載の情報は、予告なく変更する可能性があります。予めご了承ください。 

    

６月１４日（土）・１５日（日） 

６月２８日（土）・２９日（日） 

 

 

 

 

ある日、人魚姫マリーナは、難破船の中から一人の王子を見つけ 

救い出し、岸辺に運ぶ。 

王子は地上に帰ったが、彼に一目惚れしてしまったマリーナは、 

その後も王子のことが忘れられない。 

マリーナは王子の住む城に近づくが、人間に見つかってしまう。 

［時間］ １４：００～１５：１８ （３０分前開場）  
［会場］ ２階 グリーンスタジオ ［定員］ 先着２２０名 

② HappyMediaX’mas２０１１ 
「スターライトナカイ」 舞台映画上映 
（２幕）  制作：２０１１年・カラー７４分  

      

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１４日（土）  
① HappyMediaX’mas２０１１ 

「スターライトナカイ」 舞台映画上映 
（１幕）  制作：２０１１年・カラー１００分 

刊行物・グッズ購入のご案内 

文学ミュージアムでは下記の書籍やグッズを販売しております。 

 

●文学ミュージアム展覧会図録 

●文学プラザ刊行物 

●市川市の文学・美術図書 

●市川手児奈文学賞作品集 

●市史編さん刊行物 

●文学ミュージアムオリジナルグッズ 

●脚本家水木洋子グッズ 

 

 

 

【購入方法】 

１．市川市文学ミュージアムにてお求め下さい。 

２．郵送を希望される場合 

 （１）住所・氏名・電話番号・図書名・冊数を明記したものと図書代金 

   （定額小為替：郵便局にて販売）及び送料分の切手を同封し、 

   市川市文学ミュージアムまで郵送して下さい。到着が確認され 

次第、ご希望の図書等をゆうメールにて郵送いたします。 

（２）銀行口座への振込みによる購入をご希望の場合、お電話 

  （０４７－３２０－３３３４）にてお問合せください。 

（３）複数の図書をお求めの場合、重量や厚みにより送料が異なる場合 

がございますので、お電話（０４７－３２０－３３３４）にてお問合せく 

ださい。 

３．いちかわエコボカード交換される場合 

  いちかわエコボカード満点（１００点）につき上記のうち交換対象の 

  冊子１冊と交換できます。（ミュージアムグッズを除く） 

 

 

 

 

第２５回市川手児奈文学賞作品集 

２０２４年市川を詠む 定価５００円（税込） 

 

文学ミュージアムでは、毎年市民キャスト・サポートスタッフを募集し、 

オリジナル演劇を上演しています。 

今年の冬も開催が決定となりましたので、募集開始に併せ、過去に 

上演されたミュージカルの舞台映画を上映致します。 

水木洋子邸のご案内 

「ひめゆりの塔」「裸の大将」「竜馬がゆく」など、映画やドラマの脚本家

として知られる水木洋子（１９１０～２００３）は、１９４７年から八幡に住

み、数多くの名作を生み出しました。 

自宅や貴重な自筆原稿、蔵書などを含む所有財産の全てが市川市

に寄贈され、市が資料整理、顕彰事業を行っています。 

水木邸では水木の暮らしぶりを伝える生活資料を公開しています。 

 

●公開日/原則として毎月第２、４土曜日とこれに続く日曜日 

（１，２，１２月は変更する場合があります。） 

●公開時間/１０：００～１６：００ 

●アクセス/ＪＲ本八幡駅から徒歩１５分 京成八幡駅から徒歩１０分 

 ※イベントの詳細についてはホームページをご覧ください。 

 

通常展のご案内 

市川市ゆかりの文学者や映像作家、写真家など、幅広い 

ジャンルの作家の資料を展示しており、無料でご覧いただけます。 

脚本家・水木洋子、劇作家・井上ひさし、小説家・永井荷風、 

詩人・宗左近、評論家・小島貞二らの資料を中心に、市川市の 

多彩な文芸について紹介しています。 

 

次回企画展のお知らせ 

令和７年度市川市文学ミュージアム企画展 

脚本家 水木洋子の 
エッセンシャル 

 

 
 

展示期間：２０２５年７月１９日（土）～９月１５日（月・祝） 

日本映画の黄金期を担った脚本家の水木洋子はテレビドラマ脚本も

手がけていました。 

展示とドラマ上映会を通じて、昭和のテレビドラマ文化を背景とした 

水木の新たな魅力を紹介します。 

※ 観覧料（無料）、その他詳細は追ってお知らせいたします。 
 

神様と人間と悪魔が同居する世界で起こる、美しくて儚い心温まる 

ファンタジー。 

これはクリスマスが始まる瞬間の、サンタクロースが、まだ、愛に満ち 

あふれていた頃のお話。 


